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を認めなかったことより、前田氏は本障害を「機能性視聴覚障害」して包括的に捉えることが妥当とした。
さらに、「機能性視聴覚障害」を適応タイプ別に「過適応タイプ」、「前適応タイプ」、「不適応タイプ」と
いうタイプに分類することが、臨床心理学的治療に於いて有用であると提唱した。本研究が発表された
1988年当時は、心因性視覚障害ならびに心因性聴覚障害という病名が主として使用されていたことを考慮
すると、前田氏の上記の提唱は独創性に富むものと考える。
研究では、臨床心理学的治療について、「機能性視聴覚障害」をもつ児童（以下「機能性視聴覚障害
児」）133症例の後方視的カルテレビュー、および症例報告が行われた。その結果、臨床心理学的治療の
選択には一定の指針等はなく、個別対応で治療法が選択されていることが示された。本研究が発表された
1992年当時の、大都市の公立病院児童精神科における「機能性視聴覚障害児」の臨床心理学的治療の実態
を捉えた貴重な研究として評価できる。
研究は、特殊な経過を呈した「機能性視聴覚障害児」の症例報告であった。1980年代から1990年代
にかけての約10年にわたる長期経過と予後が鋭い観察に基づき報告された。本研究は、予後に着目した研
究の予備的研究としての評価ができる。
研究では、1980年代に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」例と、2002年以降に治療を受けた「機
能性視聴覚障害児」例の臨床症状およびロールシャッハテスト結果が比較された。その結果、各年代に
治療を受けた例は、それぞれ研究で提唱された「過適応タイプ」および「前適応タイプ」に分類され
た。本研究は、ロールシャッハテスト結果が着目され、研究の予備的研究としての価値があると認める。
研究では、1984年から2004年に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」83例のロールシャッハテスト結
果を後方視的カルテレビューにより収集し、クラスター分析が行われた。その結果、「機能性視聴覚障害」
は、臨床心理学的問題が目立たない群から臨床心理学的問題を有する群まで群に分類されることが示さ
れた。研究で提唱された適応タイプ別の分類を発展させ、客観的手法を導入しても同様な分類が可能で
あることを示した点が高く評価できる研究である。
研究では、1984年から2006年に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」615例とその保護者を対象とし
た予後に関するアンケート調査（2009年施行）が行われた。アンケート回収率が低く予備調査レベルに留
まったが、「機能性視聴覚障害」の予後は比較的良好である可能性が示唆された。なお、アンケート回収
率の低さは、本研究が高い倫理的配慮のもとに施行された証でもあり、前田氏の臨床研究者としての資質
の高さを評価する。
総合考察では、「機能性視聴覚障害」の概念の統一が試みられるとともに、「機能性視聴覚障害」をロー
ルシャッハテストの結果から群に分類して理解することが、臨床心理学的「みたて」と治療の方向づけ
に有用であるとの説が展開された。本研究結果が臨床現場での患者利益につながる可能性が考察されてお
り、臨床研究としてあらためて高い評価を与えうる。
なお、これらの前田氏の研究には問題点も存在する。「機能性視聴覚障害」は、前田氏の属した診療科
でしか使用されていない。臨床現場への応用を考察するには、一診療科における個人の臨床経験にとらわ
れず、より広い視野からの考察が望まれた。しかしながら、これらの問題点が、博士論文としての本論文
の価値を減じるものではない。その根拠として、前田氏の約40年に亘る臨床心理士としての貴重な経験に
基づいたこれらの研究のほとんどは、国内の審査付き学会誌等で受理・発表されていることが挙げられる。
また、前田氏は、その業績が認められ、すでに2008年より神戸学院大学人文学部人間心理学科専任講師と
して活躍している。
以上より、審査委員会一同は、前田氏の今回の論文内容および平成23年月29日に実施した口答試問か
ら判断し、博士学位（教育心理学）を授与するに相応しいと判断したので報告する。
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